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評価結果における意見等 
（※問題点や改善を要する事項、改善が望まれる事項等） 

対応状況 

利用者が極めて少ない RI 部門につ

いては、RI 部門の適切な規模につい

て、縮小・廃止を含めて、早急な検討

が必要と思われる。 

自己点検結果および左記の意見を踏まえて、利用者

に今後の RI 部門使用予定などについて調査を行う

とともに再度課題および対応策などを検討した。主

要な課題と対応策は以下となる。 

【課題】 

・RI 部門の利用登録者数や使用者数、使用数量の大

幅な減少（回復する見込みがない） 
・RI 部門管理者としての放射線取扱主任者の人材確

保が困難 
・築 40 年程度経過しており、建物の老朽化により

法令順守が困難 
・RI 部門維持費用に対してその効果が極めて低い 
・今後の利用計画がほとんど無い 
【対応策】 
・少人数による RI 実験の場合、高エネルギー医学

研究センターで受け入れが可能 

 そこで、上記の課題と対応策について松岡キャン

パス放射線障害予防委員会、ライフサイエンス支援

センター運営委員会、研究推進委員会、医学系部門

会議及び教育研究評議会での審議と承認を経て、令

和６年 10 月 23 日の役員会において RI 部門の廃止

が正式に決定された。 

自己点検・評価書では、生物資源部

門とバイオ実験機器部門においてセ

ンター独自の定期的な点検がなされ

ておらず、センター運営委員会にて実

施を検討すると書かれていた。しか

し、センター全体としての自己点検・

評価が定期的になされているのであ

れば、部門における独自の定期点検ま

では不要と思われる。 

左記の指導の通り、各部門独自の定期点検は実施し

ないこととし、センター運営委員会にて定期的に自

己点検・評価を実施することとする。 

 また毎年センターニュースを発行し、センターの

利用状況や課題を詳細にまとめることでセンター

の適切な運営状況を自己確認していると言える。今

後も、センターニュースや運営委員会を通じてセン

ターの目的を達成するための運営が行われている

かを自己点検する。 

福井大学ライフサイエンス支援セ

ンターのホームページには各部門の

設置目的が記載されているが、「福井

大学ライフサイエンス支援センター」

としての設置目的の記載が見当たら

ない。バイオ実験部門に特化していな

いのであれば、ホームページの構成を

検討してはいかがか。 

左記の指導を踏まえ、福井大学ライフサイエンス支

援センターホームページのメインページに「センタ

ーの目的」及び「センター長の挨拶」を追加した。 

また、「各部門からのお知らせ」、「機器の概要」等は

随時更新することで、より一層利用者に分かりやす

く、有益な情報提供を達成するように進める。 

 


